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看護演習科目へのル ブーリック導入の効果・ル ブーリック評価の
信頼性と妥当性の検討
貝谷 敏子　菅原 美樹　川村 三希子　神島 滋子　藤井 瑞恵













Use of scoring rubrics in nursing practices: 
Reliability, validity, and educational consequences.
Toshiko Kaitani, Miki Sugawara, Mikiko Kawamura, Shigeko Kamishima, 
Mizue Fujii, Kyoko Kudou, Daisaku Kashiwakura, 
Masumi Muramatsu, Kazumi Oda, Keiko Nakamura
School of Nursing, Sapporo City University 
Abstract: This study assessed the effects of using scoring rubrics on students’ learning. Furthermore, 
it examined the reliability and validity of scoring rubrics. The participants were university students (n = 
84) who selected the course of symptom management in 2015 and faculty members of the course (n = 7). 
Course evaluation was performed on the basis of students’ questionnaire, report, and scoring rubrics. 68 
questionnaires were completed and returned, providing a response rate of 81.0%. Students highly rated 
the item “prepared for a class” using rubric for “confirmation of the evaluation criteria” and “confirmation 
of attainment target.” The intraclass correlation coefficients (ICC) ranged between 0.53 and 0.81 in 
case of previous arrangement of the evaluation criteria between faculty members. The ICC between 
the student and the faculty varied widely each time. Using scoring rubrics in nursing practices on the 
campus will help evaluate students’ work and performance. Reliability may be improved by considering 
the ratings in previous arrangement.






























































































































































































価者間 7 名の ICC を算出した．既知集団妥当性と
して，ルーブリックと定期試験・実技試験スコア
のスピアマン順位相関係数 (rs) を算出した．分析



































担当教員 7 名の ICC を表 2 に示す．学生 B の ICC
は 0.64 であったが，学生 A と C の ICC はそれぞ
れ 0.26，0.43 であった．次に，レポート内容の
演習を担当した教員 3 名 ( 教員 5,6,7) と演習は
担当していない教員 4 名（教員 1,2,3,4）に分け
て信頼性を算出した．レポート内容の演習を担当
した教員 3 名の評価者間信頼性は，学生 A と B で
ICC は 0.81，0.71 であった．一方，レポート内容
札幌市立大学研究論文集　第11巻　第1号(2017)
項目 ｎ 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
ルーブリックの活用 67 1 5 2.78 1.52 
演習学修到達確認 68 1 5 3.10 1.15 
演習課題の明確化 68 1 5 2.85 1.12 
演習評価基準確認 68 1 5 3.46 1.15 
学修の際の活用 67 1 5 2.85 1.42 
学修到達確認 68 1 5 2.99 1.29 
課題の明確化 68 1 5 2.76 1.22 
評価基準確認 68 1 5 3.10 1.21 
課題を明確化できた 68 1 5 2.78 1.13 
興味が持てた 68 1 5 2.07 1.07 
関心が深まった 67 1 5 2.12 1.11 
演習態度が変化 68 1 5 2.38 1.36 
知識の理解 68 1 5 2.53 1.25 
技術の理解 68 1 5 2.46 1.20 
事前学修をした 68 1 5 3.63 1.01 
自主学習をした 68 1 5 2.31 1.00 
 
7の演習を担当していなかった教員 4 名の評価者間
信頼性では，学生 Cの ICC は 0.27 であった．
表 2　教員の評価者間信頼性　ｎ =7





られず，各回によって差が生じた．全 10 回の ICC
の平均は 0.58 であり，第 7 回目の ICC の平均は
0.78 で最も高かった．教員と学生間での評価の
一致が高い項目は，「演習に積極的に参加できる」
とした演習態度の評価であり，ICC は平均 0.82 で
あった．
(3) 既知集団妥当性
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わせを行っても学生 C に対する評価は ICC=0.53
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Essay on the Galleria degli Antenati in the Palazzo Ducale in Sabbioneta:
The concept of the portrait gallery of Vespasiano Gonzaga Colonna
Yumiko Mochizuki
School of Design, Sapporo City University
Abstract: This article examines the portrait gallery as the visual propaganda used by Vespasiano 
Gonzaga Colonna(1531-91), the 1st Duke of Sabbioneta and a member of a cadet branch of the 
House of Gonzaga, Dukes of Mantua in Northern Italy. He was known not only as the condottiero 
of King Philip II of Spain but also as an eminent patron of the arts and founder of the Ideal City of 
Sabbioneta. After a brief consideration of the terms(palazzo, galleria), an analysis of the decorations and 
architectural features of the Galleria degli Antenati(Gallery of the Ancestors) in the Ducal Palace will be 
used to verify the function and meaning of the Prince’s concept from an iconographical point of view. 
An synthetic analysis of the walls which are decorated with 21 plaster portraits of the Gonzaga family 
(from the first Capitano of Mantua, Luigi Gonzaga, to another Luigi, the heir of Vespasiano), the ceiling 
painted the figure of Apollo holding a scroll which is written the ode to the Gonzaga family, the layout 
of the Galleria reveals that this space was conceived to glorify the family branch living in Sabbioneta 
and the reign of Vespasiano.











から南西約 34km，パルマから北約 30.5km のとこ
ろに位置し 3)46)，人口 4251 人（2016 年 1 月 1 日

















イージ（1500 ～ 1532) とローマの名門貴族コロ
ンナ家出身の母イザベッラ（1513 ～ 70) の嫡子
として，1531 年 12 月 6 日にナポリ王国のフォン
ディ （現ラツィオ州フォンディ )で生まれる 1)25)．
父が早世したことから，祖父ルドヴィーコ（1480










～ 75)，バレンシア副王（1575 ～ 78)，そして当
時の西欧宮廷で最も誉れの高かった金羊毛騎士団
員 （1585) にも任命される 1)17)22)．さらにオース
トリア・ハプスブルク家の歴代皇帝からも愛顧を
受け， 1565 年には皇帝マクシミリアン二世から侯









幣所（現存せず )， シナゴーグ， ユダヤ人印刷所
（現存せず )（10) を設け，人文主義教育のアッカ






































きたと言われている 21)47)．その後 11 ～ 13 世紀に
かけて，ドイツ出自のペルジーコ家（i Persico）
とクレモナ出身のギベリン派ドヴァーラ伯爵家（i 




配がはじまるのは 15 世紀に入ってからである． 
初代マントヴァ侯爵ジャンフランチェスコ・ゴン





47)．その後，1444 ～ 56 年にはジャンフランチェ
スコの次男カルロ（1417 ～ 56），1456 ～ 78 年に























































場に面した宮殿」を意味する“il suo palazzo 
in piazza”16) などと呼ばれていたことが知られ
ている．






















8) によると， 10 世紀頃の中世ラテン語では回廊，
通路の意味をもち，16 世紀になってようやく「展
示」，「陳列」の意味が現れてくる． 













































































ツォ・ドゥカーレの造営は，第一期 1559 ～ 68 年， 
第二期 1577 ～ 91 年の大きく二つの時期に行わ
れたものと推定されている 13)（14). 第一期と第二












ては , 第一制作時期 1561 ～ 62 年（唐松材の天
井 )，第二制作時期 1577 ～ 85 年（胡桃材の天
井）)，第三制作時期 1585 ～ 91 年（シトロン材
の天井)の三段階に区分され，「祖先のガッレリー





で“VESPASIANUS GONZ（AGA) / COL（UMNA) 
SABLONAETE / MARCH（IO) I ROTIGI / COMES 
III．” （初代サッビオネータ侯爵 , 第三代ロ
ディーゴ伯爵ヴェスパシアーノ・ゴンザーガ・
コロンナ ) と刻まれていたことから，ヴェスパ
シアーノが侯爵位にあった 1565 ～ 74 年の間で
あったと特定できる 51)．さらに，ヴェスパシアー
ノの息子ルイージの肖像の下にも “ALOYSIUS /




ルイージが話し始める前の年齢 , つまり 2 歳以
前の姿を表していたとし 51)，室内装飾の作業期


















































































































いた可能性を示唆する出来事として，1587 年 9 月























の右手側（向かって左 ) が善， キリストの左手側
（向かって右 ) が悪とする左右のヒエラルキアが
決められており， 寄進者の夫婦像を描く際にも夫
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図 8　ヤン・ファン・エイク《アルノルフィーニ夫妻の
肖像》, 1434 年 , 油彩・板 , 82×60cm, ナショナ
ル・ギャラリー, ロンドン
図7　ピエロ・デッラ・フランチェスカ《慈悲の聖母》, 








































デ・カルドーナ（1531 頃 -1559) で， 1549 年に結
婚する．彼女はシチリア島に大所領（ジュリアー





























図 9　ティツィアーノ （原作)  ルーベンス （模写 )
《カール五世と皇妃イサベルの肖像》, 17世紀初頭 , 

















ルヴァ， トラヤヌス， ハドリアヌス， アントニヌ
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図 11　ヴォールト







































































































































説ある . 一つは , アポロンの神託を受けた
巫女サバ （Saba) の名前に由来するというも
の 21), 二つ目は , 紀元前 4世紀頃からこの地
域を支配していたエトルリア 24部族にサバ
ティーナ （Sabatina) という部族があり , そ
の名に由来するという説 47), 最後は , ラテ
ン語で「砂」, 「砂浜」を意味するサブルム 
（sabulum), イタリア語でサッビア （sabbia) 
を語源とするという説である 21). この最後の




（2) この都市建設事業は 1551～ 54年頃に竣工し , 
市壁内には碁盤の目に整備された約 30の街
区が設けられ , ヴェスパシアーノが亡くなる





刷所を市内に設けた記録からである 1). 一方 , 
1554年と言及したのは, 17世紀の年代記作者
でマントヴァ出身の修道士フェデリーゴ・ア




22日アクセス日 ).「Mantua and Sabbioneta」
の名で歴史遺産として登録；サッビオネータ
はユネスコ世界遺産登録のための準備を 2002














ナ （1531～ 1591)』 （1991) と国際シンポジウ
ムを契機に , 近年再評価がはじまり , 美術
史, 都市史, ミクロヒストリー, 文献学など
幅広い分野から研究が進められるようになっ
た 33)34)41)51).
（5) 稜堡とは , 16 ～ 18世紀の西欧で大砲による
攻防に備えて発達した城壁の突角部である . 











（7) ヴェスパシアーノの治世のうち , 1540 ～ 50









（8) 帝国諸侯 （ライヒスフュルスト ) とは , 爵位
体系のひとつ . 封土の世襲化を許された封建
領主 （諸侯 ) のなかでも , 皇帝と直接封建関
係を結んだ皇帝直属の諸侯を意味 . 神聖ロー
マ帝国 （実態は皇帝を盟主とする連邦 ) の構
成国家たる領邦の君主というべき存在で , 司
法行政に関する権限を有した 28).
（9) 都市の計画・構想者は当時 , 軍事築城術の第
一人者でもあったヴェスパシアーノ自身とい












～ 59年 ) は有名で , ヘブライ語による重要
な聖典も出版された 11).  
























建設時期は 1559～ 91年と推定 35). 
（15)“infans” の反義語である fans の動詞形は
for  （話す , 言う , 予言する ) である . 
（16) ヴォールト （穹窿 ) には様々な種類があり ,
筒形 （ドラム式 ) ヴォールト , 筒形を直交さ
せた交差ヴォールト , リブ （梁 ) で補強した
四部 （六部 ) ヴォールト , 扇形ヴォールトな
どがある .
（17) 手 紙 の 内 容 は 以 下《Nel partir mio per 
Napoli ho lasciato ordine a Mutio Capilupo 
mio Secretario, che venendo in Mantova 
visiti V. S. in mio nome, e la prieghi 
per il desiderio, ch’io ho d’haver 
tutti I Ritratti de’ Signori di Casa 
Gonzaga, a farmi haver il suo, siccome mi 
ha promesso […] e affinchè al mio ritorno 
io lo trovi, la sarà contenta fare, che 
gli sia consignato fatto che sarà […] Di 
Sabbioneta il dì 4. Di Gennajo 1556. […] 







が以前 , わたくしにお約束下さったように , 
貴殿ご所有の肖像画を頂いて参るようにと申
しつけております. ［…］ゆえにサッビオネー
タに戻った際 , もし私がそれを見たならば , 
貴殿が我が秘書にお渡し下さったというその
ご厚情を大変嬉しく思うことでしょう［…］
サッビオネータより 1556年 1月 4日［…］ヴェ
スパシアーノ・ゴンザーガ・コロンナ). （　) 
内は拙訳 , 〔　〕内は筆者による補足 .
（18)大プリニウスの『博物誌』（第 35巻 2章 6節 ), 
ポリュビオスの『歴史』（第 6巻 53章 ) に共
和制ローマの風習として記載されている 55). 
（19)その後 , 木製騎馬像は 1589年にドゥカーレ宮
殿内の大広間に設置されることとなる 15).
（20)息子ルイージが 1580年に夭折した後 , ヴェス
パシアーノは , 翌 81 年に親戚のグアスタッ
ラ公爵チェーザレ・ゴンザーガの長女マルゲ
リータ・ゴンザーガ （1562～ 1618) と三度目
の結婚を行うが , 二人の間に子どもは生まれ
ず , 最終的に長女イザベッラが全相続人とな
る （注 5参照 ). 
（21) 五賢帝および共和制ローマの英雄譚の主題特
定は , L. Ventura （2009, p.256) がすでに
行ったものに依拠している 53). 
（22) 同時代文書記録には “Camera Magna Picta” 
（絵画の間 ) あるいは “camera depincta” 
（描かれた間 ) と記録されている . “Camera 
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対話型アセスメントツール（居場所曼荼羅）の開発
─居場所の構成要素抽出と療養環境への示唆─








ら 70 歳代以降の男性 26 名 , 女性 32 名の計 58 名を対象とし , 平成 26 年 8 月から 9 月に調査
した．結果は「パーソナルスペース」における「家の中など個人の空間や日常生活環境」「家
族との触れ合い」や「その他落ち着く環境」の 3要因 ,「ソーシャルスペース」における「趣





ツールは 15 分〜 20 分程度ででき簡便であると考えられる．しかし，質問項目に解釈が難し
い部分があるため , より明解な提示方法を検討する .
キーワード :居場所 , 療養環境 , ツール開発
Development of interactive assessment tools “Whereabouts Mandala”:
Extraction of constituent elements of place of residence in general 
adults and suggestion to medical environment
Tomoko Higashino1）, Tetsurou Funayama2）, Hiromi Kikuchi3）, Hirofumi Ueda4）
1） School of Nursing Sapporo University of Health Sciences　
2） Graduate student Graduate School of Design Sapporo City University
3） Graduate School of Nursing Sapporo City University　
4） Hokkaido University Center for Advanced Tourist Studies 
Abstract: This study aimed to develop a tool for identifying components associated with a “place to 
stay” by using a design-based visualizing method, and to clarify the desirable environment for medical 
treatment. To examine the components of a place to stay, we combined "mind map" and "evaluation 
grid method" to depict abstract imagery . The study was performed from August to September 2014 in 
58 healthy subjects (male: 26, female: 32) in their 20s to 70s or older. The results were classified into 
7 categories: “private space or daily living environment such as home,” “communication with family,” 
and “other comfortable environments” as “personal space”; “hobby activity,” “social communication,” 
and “social environment” as “social space”; and “withdrawal from negative feelings”. The place to stay 












なった 2). 具体的には, 「療養上良い」, 「安全」, 「安






する調査 3) によれば, 一般市民の 63.3% が「自宅で
療養したい」と回答し, 平成 24年の内閣府の調査 4)
でも一般市民の54.4% が「終末期を自宅で迎えたい」
と回答している. また, 平成 22年度の内閣府の介





か. それは , 病院は自宅と違って自分の居場所では
ないからだろうか. 
　居場所に関する文部科学省での定義によると, 「居











































the meaning of his/her life through communication with others. A desirable environment for medical 
treatment would have similar characteristics. In addition, the environment should be adjusted according 
to the developmental stage, so that both persons who need care and caregivers can feel comfortable. 
The new method is simple, which takes only 15 to 20 minutes to complete the questionnaire. However, 
some questions are still difficult to understand, and need to be improved with clearer expressions in the 
questionnaire.
This study was performed after obtaining approval from the ethical committee.




































































































いた単純なものとした. Adobe Illustrator CS5®を
使用してデータを作成した. 円は太さ0.5ptの線で






















































































きる .  Adobe Illustrator CS5® を使用してデー




るフォントを用いた . また , 高齢者にも見やす
い太い文字が良いと考えＤＦ太丸ゴシック縁取り
を採用し , 文字の大きさは 30pt で記入した . 番
号の主張が強くなりすぎないよう文字の色は CMYK






















ⅶ . 最後の質問です. 今書いたことについて, 
それらがどういう状態・状況にあると望ましいと考
えるか 3番の円の外側に書いて下さい.




問は , 1.「男性か女性か(2 択 )」， 2.「20 歳代から































そのため, ベレルソン 14)の内容分析を基に分析した. 
対話型アセスメントツール（居場所曼荼羅）の開発






































20歳代 6 7 13
30 歳代 5 6 11
40 歳代 5 6 11
50 歳代 5 3 8
60 歳代 3 3 6
70 歳代以上 2 7 9
( 途中棄権者 5）




大 9 個で平均は 3.5 個 /1人であった．円1の外側の
円の2では ,最小1個 , 最大 12個で平均は4.0 個
/1人であった．もっとも外側の円の3では, 最小1個， 
最大 24個で平均は5.8個 /1人であった． 円の外側









く環境」の3 要因に集約された , 「ソーシャルスペー
ス」では「趣味活動」「社会的交流」や「社会的環境」
の3 要因に集約された . そして, 「ネガティブな感
情からの離脱」の1カテゴリー1要因を合わせ計 7
要因に集約された . 









































　「社会的環境」は , 対象者の背景にもよるが, 学

























































































































































　エリクソン 15)は , 20 歳代では「アイデンティティの
確立の時期」であるとしている. 本研究では「誰に






























とは , 川口らが, 入院環境において多床室であって
も個人の時間や空間を確保できる工夫が大事なこ
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表 4．年代別居場所の概要
 家 (自室） 実家
　親戚・
祖父母
職場 自然 乗り物 娯楽































































































いだろうか. 同様に , 介護者である家族であった場





























　人の居場所とは , 心身共にリラックスでき, 自己
の存在価値が見いだされる場所である. 療養環境に
必要な居場所の構成要素は , 「パ ソーナルスペ スー」
と「ソーシャルスペース」のバランスが保たれている
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函館市西部地区における町家型戸建住宅の構成










A Study on the composition of Townhouses in Western District 
of Hakodate
Shinya Kaneko1）, Yoshiko Higashide2）
1）School of Design, Sapporo City University,   
2）Graduate student, Graduate School of Design, Sapporo City University 
Abstract: The aim of this study is to examine the characteristic features of townhouses in western 
district of Hakodate city focusing on the relationship between urban space and architectural space. 
In this study, the following five architectural characteristics of townhouses are revealed: 1) the 
correspondence of building volume with city form 2) the correspondence of building function with the 
natural environment and the structure of society, 3) the legacy of the traditional scale, 4) the remnants 
of building elements, and 5) the interaction between human behaviour and the environment. In addition, 
these characteristics may also be considered a useful index for evaluating detached-type houses in 
Hokkaido that are similar to townhouses.




















































































































であり，1階は 6 畳（室 1-1）と8畳 (室 1-2)の続
き間，2階は階段を挟んで接道側の 6畳（室 1-3)と
隣地側の寝室（室1-4)がある．また，V1の南側には
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宅実験場．住まいの図書館出版局，東京都，
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入前後の比較を通して明らかにすることである．研究方法は A 病院の 5 つの病棟においてラ
ンダムに患者 1 名につき該当する月の 1 週間の記録と看護計画，アセスメントについて介入
前と介入後の記録を調査対象とした．分析はそれぞれの項目が記録されているか否かの記入
率について介入前後で比較した．倫理的配慮として札幌市立大学倫理委員会の承認を得た．
分析の対象患者数は介入前 50 名，介入後 50 名分の記録であった．記載のあった看護計画は









Changes in the nursing records at Hospital A due to continued 
intervention support by university teaching staff
Shigeko Kamishima, Keiko Nakamura
School of Nursing, Sapporo City University
Abstract: The purpose of this study was to reveal, through a before-after comparison, the outcomes 
of ongoing intervention support of nursing records by clinical nursing teachers. Research methods were 
based on the random survey of records and nursing care plans for one week records of the relevant 
month per patient, which were assessed pre- and post-intervention in five wards in Hospital A. Our 
analysis compared the fill rate for each item before and after intervention. Approval was received 
from the Sapporo City University Ethics Committee. The target number of patient records used for 
the analysis was 50 before the intervention and 50 after the intervention, and 70 nursing care plans 
were reviewed before the intervention and 64 after the intervention. We found that 92% of nursing 
care plans were without modification pre-intervention, while no modified plans were observed after 
the intervention. The completion rate for other data and the fill rate for the nursing care plan were 
compared for each SOAP item, with the fill rate after the intervention increased for a number of items. 
The database is a tool for gaining a quick understanding of the patient’s need during assessment, and 
the results showed that the fill rate rose for the entire assessment framework. Fill rate scores items on 
the nursing care plan related to illness characteristics and causes of problem increased. Furthermore, the 





















































































adequate assessment and judgments regarding patients were carried out and put into practice for each 
nursing competence.

























　調査期間：平成 26 年 4 月～ 5月
　研究期間：平成 26 年 4 月～平成 27 年 3 月
3）調査方法
　A 病院の各病棟において，介入前（依頼を受け
講義を行った平成 24 年 7 月以前）と介入後（病
院の移転により集合形式による看護記録の指導介





















































アセスメント項目 度数 (%) 度数 (%) p
健康知覚・健康管理 11 22.0 20 40.0 n.s.
栄養代謝 12 24.0 25 50.0 **
排泄 9 18.0 26 52.0 **
活動・運動 5 10.0 26 52.0 **
睡眠・急速 2 4.0 24 48.0 **
認知・知覚 5 10.0 16 32.0 **
自己知覚・自己概念 3 6.0 14 28.0 **
役割・関係 3 6.0 18 36.0 **
性・生殖 0 0.0 12 24.0 **
コー ピング・ストレス耐性 0 0.0 12 24.0 **
価値・信念 0 0.0 16 32.0 **
総合アセスメント 14 28.0 17 34.0 n.s.




項目 度数 (%) 度数 (%) p
診断領域 12 17.1 64 100.0 **
関連因子 17 24.3 42 65.6 **
看護問題 68 97.1 62 96.9 n.s.
看護目標 69 98.6 61 95.3 n.s.
修正なし 64 91.4 0 0.0 **
































17.1% であったが，介入後は 100% の記入率であっ
た．「修正の有無」では介入前は修正がないもの

































では 22.0% から 40.0%，「総合アセスメント」では





項目 度数 (%) 度数 (%) p
S 822 55.8 791 73.2 **
O 1310 88.9 973 90.0 *
A 582 39.5 348 32.2 **
P 1 0.1 615 56.9 **












  gnificant, *p<.05,　**p<.01
  n.s.not significant, *p<.05,　**p<.01
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「装着型産褥子宮モデル」を使用した学習効果
─看護学生による子宮復古の観察から─


















キーワード :看護基礎教育 ,母性看護学 ,技術教育，装着型産褥子宮モデル，教材開発
Evaluation of learning effects using a “wearable fetus and uterus model”： 
Observation of uterus involution by nursing students
Mayumi Yamamoto,  Yukari Watanabe,  Mayumi Yamauchi,  Yuki Morikawa, 
Kazumi Ishibiki,   Michiko Miyazaki
School of Nursing, Sapporo City University
Abstract: This study aims to determine the learning effects with nursing students in the nursing 
practice where nursing students observed uterus involution of a simulated patient (SP) wearing a 
“wearable fetus and uterus model” developed for this study (wearable model). Participants were 12 
students from the third and fourth years in the nursing department of A university, who had volunteered 
to participate in the study. In the study conducted in the middle of March, 2016, students observed the 
condition of uterus involution of the SP wearing the “wearable model”, and we conducted interviews 
with the students after the observation. Students were asked about the particulars of their observations, 
and about impressions of the wearable model. The records of the interviews were transcribed and data 
related to learning effects were analyzed qualitatively. This study was conducted with the approval of 
the ethics committee of the university the principal author is affiliated with (No. 1529-1). The analysis 


































































while paying attention to and observing the response of the SP’, ‘use skills relevant to the conditions 
observed’, ‘conduct observations in an environment similar to clinical training’, ‘assess the self-care 
skills of the SP’, and ‘look back on the practices involved’. The students conducted the observations 
of uterus involution using a wearable model while assessing the responses of this SP. The wearable 
model developed here may provide an effective learning environment similar to that in clinical settings.
Keywords: Basic nursing education, Maternity nursing science, Education in nursing skills, Wearable 
fetus and uterus model, Development of teaching materials
写真 1　「教育用模型」を用いた触診場面
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(1) 研究期間：平成 27 年 4 月 1 日－平成 28 年 3
月 31 日
(2) 調査期間：平成 28 年 3 月
① 4年次生；平成 28 年卒業式前まで



















































































































































ができる ]，[ 子宮底の計測ができる ]，[ 問診に
より子宮復古状態の確認ができる ]，[ 問診によ
り子宮復古の促進要因が確認できる ] の 4 つのサ
ブカテゴリーから形成された．
　【判断しながら技術が実施できる】は，[ 判断







りができる ] の 1 つのサブカテゴリーから形成さ
れた．
　【褥婦のセルフケア能力を確認できる】は [ 褥
婦のセルフケア能力を確認できる ] の 1 つのサブ
カテゴリーから形成された．　　
　【実習経験に類似した環境で実施できる】は，
[ 実習に近い状態で実施できる ]，[ 褥婦との会
















































































































































































































る 検 討 会 報 告 書 2011．http://www.mhlw.
go.jp/stf/shingi/2r9852000001vb6s-
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デルを開発するとともに，そのシミュレーション結果を GIS( 地理情報システム ) に分解・投
影し，地方創生の人口ビジョンや総合戦略，KPI などの計画目標や成果を地理的に「見える
化」することを目指している．このため，その第一歩として，1)2000 年から 2010 年までの国
勢調査データを用い，札幌市南区を例にシェア・トレンド法の安定性を検討し， 2)2010 年の
地域シェアをもとに，札幌市各区の社人研地域推計人口を 2015 年から 2040 年まで 5 年ごと
に小地域に分解し，小地域ごとに人口指標 ( 年少人口割合，生産年齢人口割合，老年人口割
合，後期高齢者人口割合，女子 20-39 歳人口割合 )を再計算し，その結果を GIS で地図化した．
主な知見は以下の通り． 1)年次間の各小地域の人口シェアを回帰分析した結果，Xの係数 (傾
き :1 であれば変化なし，1 より大きければ拡大， 小さければ縮小 ) は各期間とも概ね 1.00，




キーワード : システム・ダイナミック・モデル， GIS( 地理情報システム )， 地方創生，人口
ビジョン，シェア・トレンド法，地域人口推計
Linkage between Regional Population Projection and GIS :
The Population Decrease of Sapporo， Hokkaido， Their Futures
Toshihiko Hara
School of Design, Sapporo City University
Abstract: This study aims to develop a system dynamic model which is able to simulate a regional 
population with changing conditions of socio-economic factors and policy measures, to break down 
its results to small areas and to display them by linking them to the GIS (Geographic Information 
System). It will be possible to visualize the outcomes of “Population Vision,” “Strategic Plan” and “KPI 
Attainment” of “Chiho Sousei (Regional Revitalization Policy)” geographically. For the first step of this 
study, 1) I analyzed the stability of the shares of a small area population to the total population, using 
the Census data in small areas of Minami-ku (district) of Sapporo City from 2000, 2005 and 2010. 2) 
Based on the Share-Trend method (which assumes whether the distribution of small area shares is stable 
or follows the same trend), I broke down the results of the regional population projections of Japan, 
2010–2040 (NIPSSR 2013), for ten districts of Sapporo City to small areas from 2015 to 2040 every 
five years, recalculated the ratios of younger, working, elder, advanced elder and highly reproductive 
age population in each sub area, and displayed them by linking them to the GIS. Important findings are: 1) 




　北海道の総人口は 1997 年の 570 万人をピーク



















ム : 以下，GIS) で地図化する方法の検討とその結
果について報告する (2)．






















　北海道の人口ビジョン 6) では，仮定 1 として，
①自然動態 ( 合計特殊出生率 ) を 2030 年頃まで
に 1.8，2040 年には人口置替水準の 2.07 を回復
する，②社会動態 ( 純移動数 ) について 2019 年
までに転出超過数を現在 (2014 年 ) の約半分に，
2025 年には社会増減数を均衡させたとすれば，




計特殊出生率 ) が， 2030 年 :1.5，2040 年 :1.8，
2050 年 :2.07 とした場合 ( 純移動については仮定






出生率が平成 42 年 (2030 年 ) に 1.5( 札幌市民の
希望出生率 )，平成 52 年 (2040 年 ) に 1.8( 全国
の希望出生率 )，平成 62 年 (2050 年 ) に 2.07 ま
で上昇するとした．この結果，仮定 1 では，平成
52 年 (2040 年 ) に総人口が 185 万人，平成 72 年
(2060 年 ) に 169 万人になると推計している．ま
た仮定 2 では，合計特殊出生率の回復が仮定 1 よ
り 10 年遅れるとした．この結果，仮定 2 では，
総人口は平成 52 年 (2040 年 ) に 181 万人，平成




1 and r2 is more than 0.90). The assumption of the Share Trend method is successfully verified. 2) Maps 
of population index in the small area can demonstrate the changing geographical distribution in a time 
series effectively.
Keywords: System dynamic model, GIS (Geographic Information System), Chihou Sousei (Regional 






沿って設定された KPI( 重要業績評価指標，Key 






















　GIS(Geographic Information System) は「地理
的位置を手がかりに，位置に関する情報を持った




















人口 ( 平成 25 年 3 月推計 )( 以下，社人研地域推




　社人研地域推計 1) では 2005 年から 2010 年の
国勢調査をもとに 1,799 市区町村 ( 福島県内を除
く，東京 23 区 ( 特別区 )，12 政令市 128 区，そ





2010 年から 2040 年まで 5 年ごとにそれぞれ性・
年齢 5歳階級別の推計人口が示されている．
　一方，推計の起点となった国勢調査 (2010 年 )




　そこで国勢調査 (2010 年 )11) のデータを使用し
性・年齢 5 歳階級別に区全体の値に占める小地域
人口の割合 ( 以下，小地域シェア ) を求め，この





























けなので整合性は保たれる )， ④ 1 桁未満の人口





　実際の計算は札幌市 10 区全体で行ったが， こ
こでは南区を例に計算方法を示す．
(1)2010 年性・年齢 5 歳階級別小地域人口シェア
　南区の i 地区について， 国勢調査 2010 年の小
地域データからの男子 m・年齢 5 歳階級別人口 P
の小地域人口シェア S を以下の式で算定する． 
同様の計算を女子 f，さらに全地区で行う．
(2) 2015 年性・年齢 5歳階級別推計人口
　南区の i 地区について，社人研地域推計の南区





① 20 − 39 歳の女性人口割合
　南区の i 地区について， 20 − 24 歳から 35 − 39
歳までの女子 fの推計人口 Pˆを合計し， 20 − 39 歳
の女子 f の推計人口 Pˆを求め， その値を総人口で
除し， 20 − 39 歳の女子人口割合 PˆR を求める．同
様の計算を全地区で行う．
②年少人口割合
　南区の i 地区について，0 − 4 歳から 10 − 14 歳
までの男女 mf の推計人口 Pˆ を合計し，その値を
総人口で除し，0 − 14 歳の年少人口割合 PˆR を求め
る．同様の計算を全地区で行う．
③生産年齢人口割合
　南区の i地区について， 15-19 歳から 60 − 64 歳
までの男女 mf の推計人口 Pˆを合計し， その値を




　南区の i 地区について， 65-69 歳から 90+ 歳ま
での男女 mf の推計人口 Pˆ を合計し，その値を総




　南区の i 地区について， 75-79 歳から 90+ 歳ま
での男女 mf の推計人口 Pˆ を合計し，その値を総
















2005 年の割合を Yとして散布図 (図 1)(6) を作成し
回帰分析を行い，その結果を Xの係数，決定係数
R2，小地域の数 Nについてまとめ， 2005 年と 2010
年，2000 年と 2010 年についても同様の作業を行い
比較した(表 1)．
2000-05 X の係数  R² N
総数 0．9791 0．9478 n=288
男子 0．9754 0．9424 n=288
女子 0．9822 0．9493 n=288
2005-10 X の係数  R² N
総数 1．0026 0．9762 n=363
男子 1．0053 0．9743 n=363
女子 0．9987 0．9736 n=363
2000-10 X の係数  R² N
総数 0．982 0．9207 n=288
男子 0．9807 0．9187 n=288
女子 0．9815 0．9162 n=288



























　南区・女子 ( 図 3) でもほぼ同様のことがいえ






　まず南区・男子の 2000 年と 2005 年 ( 図 4a)
地域別将来推計人口とGIS(地理情報システム)のリンク
SCU Journal of Design & Nursing Vol. 11, No. 1, 2017
図 1 小地域シェアの比較 (2000 年 /2005 年 )
図 2　総数と年齢階級別のシェアの相関 :男子
図 3　総数と年齢階級別のシェアの相関 :女子
表 1 小地域シェアの比較 回帰係数
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た同年齢階層ではなく，2000 年時 5 歳年下の年齢
階層 ( 同年齢コホート ) との相関を取ると移動が
少ない 50 − 54 歳から 75 − 79 歳までは r=0.97 以
上の高い値を示しており，この年齢階層では 5 年
前の同年齢の値ではなく，5 年前の 5 歳年下の値
を用いた方が推計精度が高くなることがわかる．
同様のことは 2005 年と 2010 年 ( 図 4b) でもいえ
るが，こちらの方が高齢化の進行とともに当ては
まりがよくなっている．
　一方，南区・女子の 2000 年と 2005 年 ( 図 5a)
について行ってみると同年齢同士の相関は 0 − 4
歳から 95 − 99 歳まで，ほぼ全年齢で r=0.80 を維
持しており，100 歳以上でも r=0.75 と非常に安定
していることがわかる．さらに 2000 年時 5 歳年
下の年齢階層 ( 同年齢コホート ) との相関を取る
とやはり移動が少ない 50 − 54 歳から 95 − 99 歳ま
で r=0.97 前後の高い値を示し，この年齢階層で
は 5 年前の同年齢の値ではなく，5 年前の 5 歳年
下の値を用いた方が推計精度が高くなることがわ




　これらの分析にもとづき国勢調査 (2010 年 ) の
データから得られた性・年齢 5 歳階級別の小地域
人口シェア 10) を用いて，2015 年から 2040 年ま




20-39 歳人口割合 ) を再計算し，GIS に投影し地
図化した．





  札幌市の 2000 年の年少人口割合 ( 図 6a) では
黄色 25% から 30% 以上という極端に高い小地域が
周辺部の住宅地域などに見られる一方，中心市街
地でも緑 20-25% や薄緑 15-20% 地区も混じる．し
かし 2010 年 ( 図 6b) では周辺部から中心部に向
け濃青0-5%，青5-10%の地区が広がり， 2040年(図




a)　2000 − 2005 年
a)　2000 − 2005 年
b)　2005 − 2010 年





　札幌市の 2000 年の生産年齢人口割合 ( 図 7a)
では黄色 60-70%，黄土色 70%-80% が主流を占め，
赤 90% 以上という極端に高い地区が散見される．
2010 年 ( 図 7b) では周辺部から濃青 0-10%，青
10-20% という極端に低い地区が広がり始め，2040





　老年人口割合 ( 図 8a) は，2000 年の時点で濃青
0-10%，青 10-20% の地区が大部分を占め，明るい
緑 30%-40% や黄色 60-70% の高齢化は周辺部でし
か見られないが，2010 年 ( 図 8b) ではすでに中心
部にも明るい緑 30%-40% や黄色 60-70% が混じる
ようになり，2040 年 ( 図 8c) にはこちらが主流と
なり 20% 以下の地区が例外となる．社人研地域推













　2000 年の時点の後期老年人口割合の分布 ( 図





老年人口割合 ( 図 9b) の方が濃青 0-10% の部分が
多く老年人口割合 ( 図 8b) より暗い印象となる．
これは後期の方が変化が遅れることを示してお
り，2040 年 ( 図 9c) ではさらに相違が増す．
8) 女子 20-39 歳人口割合
　結婚・出産などを通じ母の数として出生数に強
い影響を持つ女子 20-39 歳人口割合の地理的分
布をみる，2000 年 ( 図 10a)，2010 年 ( 図 10b)，
2040 年 ( 図 10c) と年次が進むに連れ，周辺部か
ら中心部に向けて濃青 0-5%，青 5-10% の地区が増
加するとともに，黄色 25-30%，黄土色 30-35% の
地区が急速に減少している．これらの地理的分布
は，年少人口割合の 2000 年 ( 図 6a)，2010 年 ( 図






















2040 年まで 5 年ごとに小地域に分解し，人口指標
(年少人口割合，生産年齢人口割合，老年人口割合，
後期高齢者人口割合，女子 20-39 歳人口割合 ) を
再計算し，その結果を GIS で地図化した．
1) シェア・トレンド法の妥当性と問題点　
　札幌市南区の国勢調査結果 (2000 年，2005 年，
2010 年 ) をもとに，年次間の各小地域の人口シェ
アを回帰分析した結果，X 係数 ( 傾き :1 であれば
全く同じ，1 より大きければ増大，小さければ縮
小 )は各期間ともほぼ 1.00 に近く，決定係数 (あ
てはまり :1であれば完全一致 )も 0.90以上あり，
各小地域の人口シェアは年次間で殆ど変化しない
ことがわかった．従って，シェアを一定または一
定の傾向 ( トレンド ) で変化すると仮定し，区全
体の推計値を各小地域に割り戻すシェア・トレン
ド法には十分な有効性があることが確認できた．
　一方，2000 年から 2010 年と 10 年の隔たりを取
ると，X 係数は，2000 年から 2005 年，2005 年か













口シェアの相関は，男子では 40 − 44 歳から 50 −












































割合 ( シェア ) の地理的分布は一定または一定の

































る ( たとえば年少人口では 10%，生産年齢人口で










の経年変化について，2000 年，2010 年，2040 年
の 3 時点しか掲載していないが，実際には 2000



























(15K03849) の一部をなすものである．また GIS シ
ステムを使用した地図化作業では吉村暢彦 ( 北海














ク・モデルの構築とその展開」平成 9 − 11 年
度・基盤研究 (C)(2)( 課題番号 09610195)12)，
「北海道における少子化−地域出生力低下の
システム・ダイナミックモデルの構築」平
成 15 -17 年度・基盤研究 (C)(2)( 課題番号
15530335)13)，「札幌市の少子化 : 政令指定都
市の出生力のシステム・ダイナミック・モデ













(2)本稿は 2015 年 12月東北大学理学部 (仙台市 )




作業は吉村暢彦 ( 北海道大学 ) にお願いした
ものである．
(3) 小地域集計のほかにも地域メッシュ統計もあ






(5) 2 つの基準年の国勢調査 ( センサス ) 結果に
基づき性・年齢階級別の生残率と純移動率を
求め，これらを一定と仮定し，5年毎のコーホー
ト ( 同一年次に出生した人口 ) の変化数を計
算して，将来の値を推計する方法をいう．
(6) 3 つの年次間で総数・男子・女子別に 9 つの
散布図を作成したが，いずれも極めて近似し
た結果となったため，ここでは表 1 の 2000-
05 年の総数のみを例示する．
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　本稿では，冠詞指導における冠詞カテゴリは，a/an, the, 強勢のない some と any, そし
て表層的には無形の２つの冠詞，すなわち不定を標示する zero 冠詞と定を標示する null 冠
詞の 5 種類から構成されるとする．また冠詞体系を，DEFINITE/INDEFINITE, COUNT/MASS, 
EXTENSIVITY の３つ次元から成る体系とし，COUNT の下位次元として SINGULAR/PLURAL を位置
づける．COUNT/MASS の次元では，± divisible, ± merge-able, ± homogeneous の素性によっ
て指示対象が count か mass かの判断が行われる．EXTENSIVITY の次元は，数量的な意味合い
をもつ a/an, the, 強勢のない some と any が，クラス・種類の解釈をもつ２つの無形の冠詞
と区別される次元である．DEFINITE/INDEFINITE の次元は，談話の領域において指示対象を定
として聞き手に示すかどうかの判断を± locatable と ± inclusive の素性を用い行う次元
である．これらを教育内容とした上で，英語冠詞の指導は，まず話し手と事物の領域にある
COUNT/MASS および EXTENSIVITY の次元における冠詞の対立をもとに不定の冠詞の意味と機能
を説明し，引き続いて DEFINITE/INDEFINITE の次元での the の指導に進んでいくことを提案
する．
キーワード : 冠詞，Count/mass，Definite，Indefinite，Extensivity
A Study on Constituents and the Multi-dimensional Structure
of the English Article System:
With the Purpose of Designing Systematic Article Instruction
Kayoko Machida
Graduate School of Design, Sapporo City University 
Abstract: This study aims to examine what constitutes the category of English articles and on what 
dimensions the articles are opposed to each other for the purpose of establishing the contents and 
sequences of instructing English articles to Japanese learners. There is still little agreement on what 
the article system comprises of and how we can describe their meanings and functions of articles in the 
theoretical and practical research. Therefore successful instructional outcomes are rarely accomplished. 
   In this study I propose that the category of articles should include a/an, the, unstressed some and 
any, as well as two invisible articles: an indefinite zero article and a definite null article. Furthermore, 























the であっても a/an であっても，音韻的に小さく






































regarding the three main dimensions: DEFINITE/INDEFINITE, COUNT/MASS, and EXTENSIVITY. 
The COUNT/MASS dimension subsumes three binary systems of ±divisible, ±merge-able and 
±homogeneous. These dichotomies enable the learner to distinguish a unit entity from a mass entity. 
A traditional SINGULAR/PLURAL distinction is treated simply as a sub-dimension of COUNT. 
The EXTENSIVITY dimension distinguishes qualitative articles of a/an and unstressed some from 
a categorical article of zero article. The DEFINITE/INDEFINITE dimension is explained by the two 
binary systems: ±locatable and ±inclusive. Based on these considerations, this study proposes, contrary 
to the conventional instruction of indefinite a/an versus definite the, that a systematic instruction of 
articles should start with indefinite articles of a/an, unstressed some and any and zero on COUNT/
MASS, EXTENSIVITY dimensions, then continue to the instruction of the DEFINITE/INDEFINITE 
dimension where the and the null article are introduced and explained.








に加え，ф + N(s) の 3 種類を想定し 1)4 〜 10)，さ



















の a melon を複数にした場合の (2) の (zero) 
melons が不自然であることを説明できず，a melon




(1) I've just bought a melon.  
(2) ? I've just bought melons. 
(3) I've just bought MELONS (but not grapes).
         
また(4)と(5)も，specific/non-specificの読みという
点でyoung psychiatrists はa young psychiatrist 
の複数相当語句と言えない 13)．
(4) Minnie wishes to talk with a young 　　　
　　psychiatrist.
(5) Minnie wishes to talk with young 
　　psychiatrists.　　 
(4) のa young psychiatrist は　specific と non-
specific 両方の読みがあるのに対し，zero 冠詞
が生起している (5) のyoung psychiatrists は，
non-specific の読みだけが可能である．従って指
示名詞句 (referring noun phrase) の指示対象の
specific/nonspecific における曖昧性の有無という
点からも， a + N と zero + Ns は異なる性質を持
ち，a + N の複数相当語句が必ずしも zero + Ns
ではないことがわかる．しかし，強勢のない some
を用いた (6) は自然な文であり，(7) は (4) と同
様に specific/non-specific 両方の読みを持つ．こ
のことから，a+N の複数相当語句は some + Ns と
考えることができる．
(6) I've just bought some melons.
(7) Minnie wishes to talk with some young 　
　　psychiatrists.　
　強勢のない some (/səm/) とその non assertive 
variant（否定文や疑問文など断定が行われない


















zero 冠詞に加えて，強勢のない some と any（以下，
強勢のない some をsome と表記し，特に断りがな
英語の冠詞指導を目的とした冠詞体系の構成要素と構造の検討
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方は定という明らかな違いがある (8) のmusic と
(9) のSid を考えてみる 19)．
 (8) I like music.　
 (9) I like Sid.　
　冠詞体系を a/an, the, zero 冠詞 , some の 4





る冠詞も持たない (has no article) とすること







い．例えば (11) 〜 (13) の captain, chairman, 




(10) There is a Mr. Smith at the door who 　
　　 wants to see you.  
(11) Maureen is captain/the captain of the 
　　 team. 
(12) As chairman/the chairman of the 　　 　
　　 committee, I declare this meeting close. 
(13) He soon became director/the director of 
　　 the firm.    
Downing(2015) は，secretary, queen, director, 
head などが主語補部として機能し，唯一的な社




(9) のSid や (11) 〜 (13) の名詞句には，無形だ
が定の意味をもつ冠詞が生起していると想定し，




(14) I like cheese.
(15) I like cheese which is made of goat's 
　　 milk.
(16) I like London.
(17) *I like London that the tourists see.









の構成要素を，a/an, the, 強勢のない some/any














はほとんどが the と a の用法で，こういう場合に



















る．なぜなら zero 冠詞は mass で singular の場
合にも，count で plural の場合にも用いられる
ため，zero 冠詞は count も mass も singular も
plural も標示する冠詞となり，zero 冠詞特有の
意味が見えてこないのである．またsome と zero





(2) ? I've just bought melons. （zeroは不自然）
(6) I've just bought some melons.
(18) Would you like (some) coffee or (some) 
　　 tea?  　　　　　　　(どちらも容認可能 )
(19) I've always preferred (*some) coffee to 
　　 (*some) tea.        (some は容認不可能 )
(20) The table has (*some) oak legs. 









　古くから，a/an, the, some，zero 冠詞について，
有形の冠詞 (a/an, the, some) を伴う名詞句は数
量的な解釈をもち，無形の冠詞 (zero 冠詞 ) を伴
う名詞句は，そのような数量的解釈をもたず，種
類 26)，クラス 27)，タイプ 28)，集合 29) を示すこと
が指摘されてきた．(21) のSome seats は 2 席以
上残っていなければ使うことはできない一方で，
Seats はたとえ残席が 1 席になってしまっても使




買った人がいてもよい 30) . 
(21) Some seats / Seats are available at 　
　　 fifty dollars. 
(22) Everybody went to the post office to buy 
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表 2　３種類の次元上での 5種類の冠詞の分布
































は 名 詞 を thing words（ 事 物 語 ） と 質 量 語 
(mass words) に分類し 39)，Christophersen(1939)







count としても mass としても用いられるという
言語事実にそぐわないことから，Quirk et al. 
(1985) は，普通名詞を count nouns，noncount 
nouns，そしてどちらにも属する（to have dual 
class membership）名詞の 3 種類に分類した 41)．
しかし実際には，例えば count noun とする語彙
素 book も状況によっては noncount noun とし
て用いることが可能であり，noncount noun の
bread も count noun として用いられること，ま




noun なので a/an と生起するが，場合によっては
mass noun として用いられるのでその場合は a/
an と共起できないとか，固有名詞は a/an を伴わ












て語彙素 bread，book，Sid はいずれも a/an と
共起することも，単数の形式のまま zero 冠詞や
null 冠詞と共起することもできるので可算性の程
度においては同じであり，count とか mass の概念
はその名詞が実際に使用されたとき，count の解
釈をもつのか mass の解釈をもつのかの区別とし
て捉えられる 43)．本稿で count/mass というとき
も，名詞が count noun か mass noun かなのでは
なく，その名詞による指示対象が count の「存在
様態」44) をもつか，あるいは mass の存在様態を
もつかの区別を意味するものとする．
　英語の不定名詞句は，それが指し示すものが
count の存在様態か mass の存在様態かの判断を必




























のは，決して count の存在だけではない．名詞句 




ない．Furniture や crockery などは，一つ一つ明
確な境界をもつ机，椅子，ベッドなど，もしくは
小皿，大皿やカップなどで構成されているのであ
るから，furniture や crockery が mass の解釈を
もつことは直感と反する．Count の存在物とされ

























Bloomfield(1939) による bounded nouns（境界づ
けられた名詞）と unbounded nouns のそれぞれ




元は，± divisible と± merge-able の素性をもっ
ていると言える．














が count か mass かの判断は，± divisible, ±










a + N, １つより多い場合は some + Ns もしくは 




+ N，zero + N となる，という説明がなされる．











































くても the の使用が可能であること，(25) のThe 
bride が，具体的に誰かを聞き手が同定(identify)
できなくても the が使用できること，(26) のthe 





(23) Bring the wickets in after the game of 
　　 cricket. 
(24) Beware of the dog.
(25) I've just been to a wedding. The bride 
　　 wore blue.
(26) The only member of the group who didn't 








































inclusive と± locatable という素性に対する値





　The の特徴は＋ locatable, ＋ inclusive，す












(27) Hawkins (1978) による共有集合組織方法
 Anaphoric uses　（前方照応）
 Immediate situation uses（発話の直接的な場面）
 Larger situation uses　（発話の広範な場面）
 Associative anaphoric uses
　　　　　（先行する談話の中の表現からの連想）
 The ‘unfamiliar’ uses of the definite article 
　in noun phrases with explanatory modifiers
　　（後置修飾句・節や名詞句補部などの説明的









つとしている 69)．石田 (2002) は，外界照応と，2
種類のテキスト内照応（前方照応と後方照応）の
3 種類に大きく分け，外界照応には 3 種類の下位
分類，テキスト内前方照応に 3 種類の下位分類，
そしてテキスト内後方照応には複数のケースを挙









言語的文脈の中でも直接的な前方照応 (I bought 
a book and a magazine. The book was …) や 
the first daughter, the tallest boy などの用














1) 冠詞のカテゴリを，a/an, the, 強勢のない
some/any, zero冠詞，null冠詞で構成すること










± merge-able と± homogeneous の素性によっ
て行うこと
5) SINGULAR/PLURAL の次元は count の下位次元と
すること．従って mass には数の対立がないこ
英語の冠詞指導を目的とした冠詞体系の構成要素と構造の検討
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図 1　各冠詞の Locatable と Inclusive における値





























INDEFINITE の次元での判断は，the か a/an か
































(1) 山下 (2013) は，学術論文の英文校正前の原稿
の文を例にとり，「温度を変え，磁気相転移を
観測した」と書こうとする文を，We changed 










本稿では count と mass を用いる．
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根室市西和田地区における畜舎の小屋組みの構法的特徴




みの構造的特徴を報告する．昭和期に建築された Y 牧場畜舎と I 牧場畜舎を対象とし，実測
調査を行った．その結果，この年代における牛舎の特徴として，以下の特徴を把握すること
ができた．腰折れ屋根は地元の大工により外観のみが模倣されており，小屋組みの構造形式






Structural Features of Barn Roof Truss Construction in the Nishiwada 
District in Nemuro City
Takeo Kawashima1), Shinya Kaneko2), Hisao Habuka3)
1） Graduate student, Graduate School of Design, Sapporo City University
2） School of Design, Sapporo City University
3） Graduate School of Design, Sapporo City University
Abstract:  Aa In this study, we report on the wooden barns built in the Nishiwada district of Nemuro 
City in Hokkaido, specifically the structural features of the roof truss. A measurement survey was 
conducted of the barns built on farms Y and I during the Showa era. From the results, the following 
features could be understood as features of barns from that era. Local carpenters copied mansard roof 
only in terms of appearance, and used various structural forms for the roof truss. The farmers called 
the barns with a mansard roof “King type barns,” and examples without King type ventilation were 
also seen. In the post Showa period, we came across examples of wooden roof trusses assembled with 
concrete block frames. Previous studies e made it clear that barns in Hokkaido have been imported from 
the United States. The survey results from this study are intended to reveal the subsequent development 
of the imported barns. 



























である旧小川家酪農畜舎 (大正 15 年 )，旧町村農
場第一牛舎 (昭和 3年 )は，米国開拓期の建築構
法であるバルーン・フレーム構造とされる 7)． 
　筆者らのこれまで調査結果より，畜舎の空間構
成は 3種類が存在している（表 1）．イは 1層が貯
蔵庫，2層が家畜房，3層が乾草貯蔵庫の畜舎であ
る . ロは 1層が家畜房，2層は乾草貯蔵庫の畜舎













屯田兵村は東和田の 220 戸と西和田 220 戸から成
り立っていた．東和田には明治 19 年 (1886)6 月， 


































年 (1951 年 ) に畜舎に改修された事例である． 









































150 × 150mm の部材を上弦材とし，30 × 148mm の
割材を束材としたものである．二階貯蔵庫の扉に
最も近い「ろ通りの架構」のみが，150 × 150mm
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都市における高層建築の形態と構成に関する研究
─ニューヨーク マンハッタン島を事例として─
町田 和樹 1)　金子 晋也 2)　羽深 久夫 3)
1) 札幌市立大学大学院デザイン研究科博士前期課程　2) 札幌市立大学デザイン学部
3) 札幌市立大学大学院デザイン研究科








Study of the Form and Configuration of the High-rise Urban Buildings:
A Case study of Manhattan Island in New York
Kazuki Machida1）, Shinya Kaneko2）, Hisao Habuka3）
1） Graduate student, Graduate School of Design, Sapporo City University
2） School of Design, Sapporo City University
3） Graduate School of Design, Sapporo City University
Abstract: The purpose of this study is to ascertain the status of high-rise buildings in an urban context 
using Manhattan Island in New York as a subject. In this study, 61 high-rise buildings in Manhattan 
were selected and organized into four forms by organizing their volumetric shapes and exterior features. 
Moreover, the patterns were plotted on a map to clarify the relationship between the shapes of the high-
rise buildings and their construction areas. Finally, the configurations of the buildings were clarified 
by verifying cases where integrated and cohesive spaces were created based on tweaking the shape and 
exterior of multiple high-rise buildings.




















































板状・不定形に分けられ ( 表 1)，それに付随する
要素としてセットバック・基壇・組み合わせが挙
げられた (表 2)．ボリュームの構成は単数，複数，

















45 事例 26事例 14事例 14事例 5事例
均一窓 平滑 中央分節 垂直強調 水平強調
50 事例 9事例 4事例
単数 複数 相似









・パターン A　　直方体 × セットバック × 基壇
　現在のマンハッタンにおいてもっとも多く存在
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クライスラービル (1930) 1 ウォールストリート (1932)
図 2　パターン Aとその事例
図 3　パターン Bとその事例
ランダムハウスタワー (2003) ワンアスタープラザ (1972)
55 ウォーターストリート (2003) パラマウントプラザ (1970)
図 4　パターン Cとその事例
図 5　パターン Dとその事例













































ウールワースビル 1913 241.4 ○ ○ ● ○ ○
トランプ・ビルディング 1930 282.5 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
クライスラービル 1930 318.9 ○ ○ ● ○ ○
２０エクスチェンジ・プレイス 1931 225.9 ○ ○ ○ ○ ○ ○
570レキシントン街 1931 196 ○ ○ ○ ○ ○ ○
エンパイアステートビル 1931 381 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
５００　５番街 1931 212.4 ○ ○ ● ○ ○ ○
１ウォール・ストリート 1932 199.3 ○ ○ ○ ○ ○
アメリカン・インターナショナル・ビルディング 1932 290.2 ○ ○ ● ○
２７７パーク・アベニュー 1963 209.4 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
AXAセンター 1985 229.2 ○ ○ ○ ○ ○
2ワールドフィナンシャルセンター 1986 196.6 ○ ○ ○ tr ○ ○
3ワールドフィナンシャルセンター 1986 225.2 ○ ○ ○ tr ○ ○
１５８５ブロードウェイ 1989 208.8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1・ワールドワイド・プラザ 1989 237.1 ○ ○ ○ tr ○ ○
アメリカス・タワー 1992 210.9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フォーシーズン・ホテル・ニューヨーク 1993 207.9 ○ ○ ○ ○ ○
タイム・ワーナー・センター 2004 228.3 ○ ● ○ ○ tw ○ ○
ブルームバーグ・タワー 2004 245.6 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
シルバー・タワーズ 2009 199.2 ○ ○ ○ ○ tw ○
１７１７ブロードウェイ 2013 229.6 ○ ● ○ ○ ○ ○
チャニン・ビル 1929 197.8 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
ワン・グランド・セントラル・プレイス 1930 205.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
30ロックフェラープラザ 1933 259.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
シティスパイア・センター 1987 248.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メトロポリタン生命保険会社タワー 1909 213.4 ○ ○ ○ ○
ワン・アスター・プラザ 1972 227.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６０ウォール・ストリート 1989 227.1 ○ ○ ○ ● ○
７１２　５番街 1990 198.1 ○ ○ ○ ○ ○
４タイムズスクエア 1999 246.5 ○ ○ ○ ○ ○
３８３マディソン・アベニュー 2001 230.3 ○ ○ ○ ○
ランダム・ハウス・タワー 2003 208.5 ○ ○ ○ ○ ●
バークレー・タワー 2007 205.1 ○ ○ ○ ○
メットライフビル 1963 246.3 ○ ○ ○ ○
２４５パーク・アベニュー 1967 197.5 ○ ○ ○ ○
ジェネラル・モーターズ・ビル 1968 214.9 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
ワン・ペン・プラザ 1972 228.6 ○ ○ ○ ○ ○
メトロポリタン・タワー 1985 218.2 ○ ○ ○ tw ○ ○
カーネギー・ホール・タワー 1991 230.7 ○ ○ ○ tw ○
２００ウェスト・ストリート 2010 228.3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
JPモルガン・チェース本社 1960 215.5 ○ ○ ○ ○ ○
パラマウント・プラザ 1970 204.2 ○ ○ ○ ○
ワン・コート・スクエア 1990 205.1 ○ ○ ○ ○
トランプ・ワールド・タワー 2001 262.4 ○ ○ ○ ○
７ワールドトレードセンター 2006 226.5 ○ ○ ○ ○ ○
1095アベニュー・オブ・アメリカス 2007 196.4 ○ ○ ○ ○ ○
1ワールドトレードセンター 2014 541.3 ○ ○ ○ ○
４ワールドトレードセンター 2014 297.7 ● ○ ○ ○ ○
ワンチェイス・マンハッタン・プラザ 1961 247.8 ○ ○ ○ ○
HSBC銀行ビル 1967 209.7 ○ ○ ○ ○
ワン・ニューヨーク・プラザ 1969 195.1 ○ ○ ○ ○
５５ウォーター・ストリート 1972 209.4 ○ tw ○ ○ ○
マグロウヒル・ビル 1972 205.4 ○ ○ ○ ○
タイムズスクエア・タワー 2004 221.3 ○ ○ ○ ○ ○
エクソン・ビル 2010 228.6 ○ ○ ○
ソロー・ビル 1974 210 ○ ○ ○ ○
トランプ・タワー 1982 202.4 ○ ○ ○ ○ ○ ○
５９９レキシントン街 1986 199 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
バンク・オブ・アメリカ・タワー 2009 365.8 ○ ● ○ ○ ○ ○
８スプルースセンター 2011 265.2 ○ ○ tw ○














































































































やパターン B(3 事例 ) のような形態パターンのみ







































































































建築を多く扱う Council on Tall Buildings 
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編集後記
　新緑から深緑へと，花々が揺れる時節を迎え， 「SCU Journal of Design & Nursing −札幌




いて， 「今，何を大切に取り組んだのか」の要 ( かなめ ) を， 「筋道を立てて記す」ことで表
した論文集であり，その取り組みの軌跡が刻まれています。また，デザイン学，看護学，デ
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